
＊ 1　いまこそ、ケインズ・シュンペーターに学べ　吉川洋　ダイヤモンド社　2009年　オーストリアの経済学者ヨーゼフ・シュ
ンペーターは「経済発展の理論（1912年）」において、５つのイノベーションとして、「新しい商品の創出」「新しい生産方法の
開発」「新しい市場の開拓」「原材料の新しい供給源の獲得」「新しい組織の実現」の実現をあげた。

　　　本調査で取り上げる女性農業者ネットワークはイノベーションのひとつである「新しい組織の実現」であり、存在そのものが
すでにイノベーションを実現していると言える。筑波経済月報　2015年5月号6
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■1．本調査の背景
筆者は昨年度、受託事業としてある政令指定都

市の若手農業者の情報交流ネットワークの構築を
目的としたワークショップやセミナーの企画運営
に携わった。そこに参画した若手農業者（20～40
代）から、ネットワークの形成が難しいとの意見
があった。特に、女性農業者は参加者17名中4名
の参加であり、そもそも参加自体が少なかった。
これまで、女性農業者のネットワークとしては、
地域の婦人会や農協婦人部など地縁を基盤とした
グループはかねてから存在しているが、その多く
は農家の嫁を対象とし、地域のしきたりや家事・
育児支援など、地域交流を目的としていた。
近年ではこのような地域の女性農業者ネット
ワークが、六次産業を推進し、地域経済に大きく
貢献してきた実績があるが、メンバーの高齢化が
顕著となってきている。
さらに、先行研究の中には、上記のような既存
の女性農業者のネットワークの多くが「職業的な
つながりの弱さ＊2」があることを指摘している。

■2．本調査で取り上げる「女性農業者ネットワー
ク」とは（考察する先進事例）

本事業で取り上げる「女性農業者ネットワーク」
を「農業に関する業務を職業とし、地域や年齢に
とらわれず、かつネットワークに自主的に参画し
た構成員によって形成されているもの」と定義し、
先進的な事例として下記の分類ごとにヒアリング
調査を行った。各ネットワークのヒアリングなど
の概要は以下の通り（図表1）。

これまでの女性農業者ネットワークは地域や地縁関係
が中心であったが、新たな形が生まれている。そこで、
これまでのものとは違った、いくつかの女性農業者ネッ
トワークを先行事例とし、「新しい組織＊1」として、ど
のようなイノベーションをもたらしたのか、またそれ
を可能にした要因と今後の課題について考察すること
とした。

■図表 1　ヒアリング調査を行った女性農業者ネットワーク
　　　　　概要まとめ
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＊ 2　農村女性のパーソナルネットワーク　原（福与）珠里　財団法人農林統計協会　2009年
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かった地域、業種、慣習などの枠にとらわれるこ
となく、柔軟に交流している点が先行事例の女性
農業者ネットワークを新しい組織とし、さらには
前述したイノベーションをもたらしたと考える。

■5．イノベーションを可能にした要因②：
「新しい組織」がさらなるイノベーションを
もたらすためのアプローチ

さらに、先行事例の女性農業者ネットワークの
課題解決策検討や商品開発などの活動のアプロー
チについて考察すると、女性農業者が日ごろ感じ
ている不便や課題などの「主観」的な要因に関し
て、地域や業種を超え「共感」しあった人々がど
のような解決方法があるのかを「問題定義」し、
商品開発や技術研修などの様々な「活動」を行う
ことを繰り返している（図表4）。
一方で、これまでの地縁、血縁における女性農

業者ネットワークにおける取組み（支援や六次産
業など）は、支援対象者や消費者のニーズ分析な
どをアンケート調査で把握した「客観」的なデー
タを「論理」的に分析し、活動内容や支援策など
の「計画」を策定するとことが基本であった。
このように、本調査で見てきた女性農業者ネッ

トワークは既存のネットワークとは全く違ったア
プローチとなっている。

■6．今後の課題
女性農業者ネットワークが見出してきた課題や

テーマに関して、社会的価値のみが優先されるの
ではなく、経済的価値を見出すことで、参画者が
それぞれ役割を果たし、活動の継続性を担保する
ことが重要と考える。
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■3．女性農業者ネットワークのイノベーション
(取り組みの成果)

女性農業者ネットワークの関係者に伺ったご意
見から、女性農業者ネットワークがもたらしたイ
ノベーションを①「緩やかさ」②「特別」③「身
近」の3つのキーワードとネットワーク参画者別
で分類し、図表2の通り整理した。

■4．イノベーションを可能にした要因①：
先行事例の女性農業者ネットワークのイノ
ベーション＝「新しい組織の実現」を可能に
した要因
次に、先行事例の女性農業者ネットワークが
新しい組織として成立することを可能にしたイノ
ベーションの要因について、下記の通り、アクショ
ンマトリクスを使ってさらに整理・分析を行っ
た。まず、「嫁」や「お手伝い」といったこれまで
の概念を「取り除」き、活動内容が制限される資
金を「減らす」ことで参加者の主体性を促し、こ
れまでに女性農業者ネットワークに備わっていな

・伝統的役割
・参加の慣例化・義務化

（これまでの女性農業者ネットワー
クに備わっている要素のうち、取り
除くべき要因）

☆取り除く

・異業種・異分野との連携
・地域間連携
・足元の課題

（これまでの女性農業者ネットワー
クと比べて大胆に増やすべき要因）

☆増やす

・柔軟性

（女性農業者ネットワークでこれま
で備わっていない、今後付け加える
べき要因）

☆付け加える

・活動内容が制限される資金
（補助金など）

（これまでの女性農業者ネットワーク
と比べて思い切り減らすべき要因）

☆減らす

＜参考＞ブルー・オーシャン戦略―競争のない世界を創造する―　
　　　　W・チャン・キム／レネ・モボルニュ　株式会社ランダムハウス講
　　　　談社　2005年を参考に作成

①主　観①主　観
農作業を通じて感じた不
便、課題など。農業経営
参画における課題など

②共　感②共　感
「主観」の理解者、共感者をつ
なぐ（「地域」や「慣習」が人を
つなぐ媒介にはならない）

③問題定義③問題定義
問題解決のための糸口、
着眼点を整理＝活動内容、
支援内容の企画

④活　動④活　動
異業種連携による商品開
発、研修や支援講座など
取組み実施

＜参考＞スタンフォード・デザイン・ガイド　デザイン思考　5つのステップ
　　　　スタンフォード大学　ハッソ・プラットナー・デザイン研究所　慶應
　　　　義塾大学 SFCデザイン思考研究会（編）を参考に作成

■図表 2　先行事例からみるイノベーションのキーワードと
　　　　　詳細まとめ　

■図表 3　先進事例の女性農業者ネットワークがイノベー
ションを生みだす＝新しい組織であるための要因
～ 4 つのアクション～

■図表 4　女性農業者ネットワークにおけるイノベーション
を創造するための「主観」「共感・問題定義」「活
動」のアプローチ

キーワード 詳細

「緩やかさ」：
農業者に対する波及効果

①様々な人や情報が集積＝今まで得ることが
難しかった農業や経営の専門的情報・技術
の入手が可能になった。

「特別」：
参画者（企業）に対する
波及効果

①新たな市場の提供：「農業女子」そのもの
が一定規模の新たな市場
②新たなブランド価値の提供：「農業女子」
によるこだわりのギフト商品開発や軽ト
ラック開発などによる新ブランドの確立や
企業の社会貢献（CSR効果）などの企業イ
メージ UP

「身近」：
参画者（企業、行政など）、
農業者に対する波及効果

①農業×他分野（エネルギーや教育等）：農
業や生活から感じる問題意識を新たな農業
ビジネスとして可能性を広げる機会
②女性農業者の跡継ぎ問題など地域ならでは
の課題をテーマとしたより実践的な支援内
容の提供


